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F・Cボランティア
相模原警察署前交差点
植栽帯清掃美化事業

　国道１６号相模原警察署前はさくらま
つりのスタート地点であるとともに相模
原市役所の玄関とも言える場所。この
場所を除草清掃し、花苗を植えることに
よって、環境美化を図るとともに１年を
通して交差点で待つ人、散歩の人達、
国道１６号の利用者にほっとして和やか
な気持ちになれる場所にするもの。

７月：アプトカレッジ相模原校生１３名と
日々草等５００苗植える。猛暑で日々草
の夏枯れが目立ち１００苗追加で植え
た。
７月から９月：生活保護就職支援事業
生・中高生ボランティアとシフトを組み花
の水やりに取り組んだ。
１１月：中央区福祉事務所自律支援者
や生活保護就職支援事業生たちとビオ
ラ等植え込んだ。

・介護専門学校の地域還元実習の受入
れ
・市民活動サポートセンター中高生ボラ
ンティアチャレンジスクール生の受入れ
・中央区福祉事務所生活保護自立支援
受入れ
・生活保護就職事業地域ボランティア受
入れ

　交差点植栽帯に季節ごとに花が咲き
行き交う人達の和み憩う空間になってい
る。

　１１月１５日号広報さがみはら中央区
版に取材を受け掲載され、これまでもた
くさんの機関の人達の協力でやってこれ
た。たくさんの花が咲き続き四季折々楽
しんで戴けるようになり、うれしく思う。
　これからも綺麗な交差点であり続ける
ため、いろんな機関の協力を戴きながら
活動を続けて行きたいと思う。

H24.6.1 120,000

HOPE.S
さがみはらエコアクショ
ン２０１２

　地域と学生をつなげながら、身近な環
境問題に目を向けること目的とした事業
の一つとして、環境を勉強する学生たち
が、中央地区の子どもたちに自分が感
じる環境問題を聞き、自分たちが住む
地域がより良くなる方法を一緒に考える
ことで、大学生が地域に係る場を提供す
るとともに、子どもたちに環境への関心
を深めてもらうことで、青少年の健全育
成を図る

　環境をテーマとした活動により中央区
の環境に対する多くの意見を聞くことが
できた。また、参加していただいた方々
に環境について考えるきっかけを与える
ことができ、子ども未来会議に参加した
子ども達においては環境問題に対して
どう対策したらいいか考える力ができ
た。

　エコ行灯作り、子ども未来会議を近い
地域で行ったことで子ども達に大学生の
活動を知ってもらえた。また協働して環
境をテーマに活動を行ったことで地域住
民の方には身近な環境について考えて
もらうきっかけを与えることができた。

　今回は主に中央区に住む子ども達を
対象に活動を行い日常にある小さな環
境について考えてもらうきっかけを与え
ることができた。また申請当初は予定し
ていなかった異世代交流まで達成でき
たことで、これからの活動の幅を広げる
可能性を持つことができた。この成果を
もとに更なる地域発展を目指した活動を
していきたい。

H24.7.26 300,000

中央地区にぎわいづ
くり協議会

絵本コンクール実施事
業

　未来を担う子どもたちが絵と文章を一
から造りだす絵本制作にチャレンジする
ことで、自分の気持ちや考えを整理して
表現することを学んでもらい、豊かな人
格の形成と優れた創造力の向上に資す
るとともに、心豊かな地域文化の創造や
親子間のコミュニケーションの促進、地
域住民の交流に貢献する。さらには絵
本をツールとした様々な事業を実施し、
絵本を通じた街おこしを実践する。最終
的には「中央地区」＝「絵本がうまれる
まち」という地域ブランドを確立する。

　中央小をはじめとした市内９校の小学
校に白絵本を配布し、児童に参加を呼
びかけたところ、５５０点の絵本の応募
があった。応募作品から市長賞１点、そ
の他の入選作品１１点を選定し、３月２８
日に表彰式を行った。
また、昨年度市長賞に輝いた作品を製
本して、各小学校等に配布した。今後、
応募全作品を市民桜まつりにて展示予
定。また、今回の市長賞作品について
へ、来年度製本して小学校等に配布す
る予定。

　５５０人の児童が参加し、それぞれが２
０ページの絵本を完成させた。学校から
は、「何名の児童が絵本を完成させられ
るかと思っていたが、やんちゃな子たち
が休み時間も熱中して絵本を描いてい
るのに驚いた。子どもの想像力、集中力
を磨くのにすばらしい機会なので、ぜひ
とも来年も続けて欲しい」との評価をい
ただいた。さらに応募した全作品を展示
することで、親子間、地域住民間のコ
ミュニケーションの促進の貢献する。

　子どもたちに一つのことを熱中するこ
とや物語を創造することの楽しさ、自分
の考えを整理して表現することの大切さ
を学んでもらうことが出来た。
今後はさらに多くの学校に呼びかけて、
より多くの児童に参加してもらうことと、
地域の方々にもっと事業を知ってもらっ
て地域交流に役立てていただくよう努め
ていきたい。

H24.7.26 500,000

平成２５年３月３１日現在
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事業実績の概要

相模原市健康づくり
普及員中央地区協
議会

健康ウォーキングで中
央地区を知ろう！

　ウォーキングを契機に生活習慣病予
防と中央地区を知ってまちづくりの意識
を向上させる。

①ウォーキングマップの作成と配布
・名称を「道知楽（みちらく）マップ」とした。
・表面のイラストマップ上には、6コースを設
定し、コースフロー・コースラインを掲載し、
中面には、コースごとの情報を画像を中心
に掲載し、他にも、見どころ情報や歳時記な
どで、中央地区の魅力情報を載せた。
・イラストマップ作成に関しては、古地図風な
イメージで、造形大の学生に依頼した。
②ウォーキングの実施
・「道知楽マップでウォーキング」というテー
マで地域情報紙（2月1日号）を使い周知し
た。
・歩数計の貸し出しを行って、ウォーキング
効果を確認した。
・3月14日（木）、参加者32名で実施した。

①「道知楽マップ」がウォーキングによ
る、健康効果を体験してもらうきっかけ
作りとしての動機づけとなることを期待
する。
②ウォーキングにより地域を知ること
が、地域にたいする愛着度を高め、さら
に住民同士の親睦を育み、まちづくりへ
の関心度を高めていくと感じた。
③3月14日に実施された「道知楽マップ
でウォーキング」の参加者からは、住み
慣れた地域で、普段は村富神社の歴史
や境内の史跡について「あまり興味や
知識を持たなかったが、今回の解説や
資料で、関心を持った」という感想が多く
あった。さらに、中央地区の文化や地域
の成り立ち、石造物の存在を再確認で
き、身近での楽しい発見に驚きの声が
多かった。

　健康づくり普及員として、地域の住民
の健康増進を目的にウォーキングマッ
プの作成を行ったが、取材や編集作業
を通して、普及員自身が中央地区の魅
力を再確認できた。健康のための
ウォーキングを普及するとともに、中央
地区の魅力も伝えていき、まちづくりの
担い手を増やすキーマンとしての役割も
強く感じた。
　また、「道知楽マップでウォーキング」
を実施たことで、地域を知ることが、地
域への関心を深め、まちづくりの力に繋
がっていくことを確信した。

H24.8.21 450,000

高根二丁目自治会
高根二丁目自治会　世
代を超えた文化交流

　高根二丁目の自治会加入率は約６０
パーセントであり、当自治会の目標であ
る「地域の子どもから大人までみんな知
りあい」の原点に返り、地域の人の文化
的才能を発表することにより地域の人を
知り、交流を図り、地域で子どもを育て
ることと、自治会加入者促進を目的とす
る。

①町内住民保有技能による手づくり体
験交流事業の実施
　　・日本舞踊観賞と扇子の使い方教室
　　・竹とんぼ、ぶんぶんこまの製作
　　・オリジナルアップリケふきん、携帯
ストラップの製作
②ニュースポーツ大会による三世代交
流事業の実施
　　・ラダーゲッター大会、羽根っこゲー
ム大会
③町内商店会活性化を狙いとした手作
り昼食による三世代交流の実施

①交流型事業の実施により、共助の原
点である「住民同士が顔見知りになる」
の輪を広げることができた
②文化的技能による共同作業によっ
て、地域全体で子供を育てる意識の定
着化が図られた
③掲示板での開催案内や子供会との共
催及び自治会会館での事業実施によっ
て自治会加入促進が図られた

①共同作業など交流型事業により深い
顔見知り関係をつくる事ができた
②全員名札を着用し、名前で呼び合うこ
とで親しみが芽生えた
③町内商店の食材使用した昼食作りに
より、商店会を再認識できた

H24.8.1 75,000

もみの木コンサート
実行委員会

もみの木コンサート

１．中央地区住民の「心のふれあい、共
助、支えあい」の意識の高揚を図る
２．魅力ある自治会の子ども会作りと参
加促進を図る
３．市街化が顕著な中央地区に音楽を
通して文化の芽を育てる
４．音楽を通して、学校、子ども、地域の
連携を深める

１．地域内の小中学校・高校およびシニ
アグループ、教師などの出演の他、近
隣の小学校の特別出演もあった。
２．本年度は、地域活性化事業交付金
を受けて２年次目の事業である。昨年度
の記念事業から、内容の一層の充実が
図られ参加者も大幅に増加した。（２２
年度７５０人、２３年度１３４５人、２４年
度１２６５人）
３．企画・準備・設営・司会・記念品づくり
など全て地域の人たちによる手作りコン
サートである。

１．地区内の育成協、自治連、社協、民
児協、青少指のほか多くの団体・ボラン
ティアに支えられ、また学校の理解・協
力のもと開催しているが、諸団体と地域
の連携強化が重要であることが再認識
された。
２．青少年育成活動の重要性と認識を
深めることができた。

１．音楽を楽しみ、子どもたちの成長と
活動を理解することが、事業当初の目
的であったが、それに加えて今日では、
「ふれあい、共助、支え合い」の地域づく
り、そして子ども会への加入促進など地
域づくりにも貢献するよう努めている。
２．しかし、子ども会への加入促進につ
いては不十分である。
３．今後も本事業を通して、「子どもの安
全」「地域の連帯感の醸成」などにつな
げていきたい。

H24.8.27 556,000
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矢部第四地区活性
化推進協議会

第３回　ＹＡＢＥ４　やん
べぇまつり

　大学生とともに異世代交流を進化さ
せ、イベントへの参加促進により自治会
活動の理解を深め会員加入率を高める
ことを目的とする。

　前２年度に実施した「YABE4やんべぇ
まつり」で培われた絆をもとに、今回は
集大成を合言葉に「異世代交流の深
化」及び「自治会組織の活性化」を目的
として企画した。麻布、桜美林の両大学
生と子どもたちの触れ合いと長寿会の
お年寄りとの遊びを通じた交流、太鼓実
演に障がい者の飛び入り参加等、こころ
温まる地域の絆をさらに深めることがで
きた。さらに前回同様、新規自治会員の
募集をしたところ、新たに３世帯の加入
があり、事業の成果を上げることができ
た。

　自治会の伝統ある「餅つき大会」と共
催したことにより、地域のお年寄り、子ど
もたち、大人の３世代のふれあいが深
まった。特に、自治会を取り巻く長寿会、
子供会、民生委員、婦人部、大学生等
が参加したことにより、それぞれのかか
わりを理解することができた。それによ
り、今後の自治会運営上、各種イベント
に積極的に参画してもらう基礎ができ
た。

　今回のやんべぇまつりは、前２回の集
大成として地域の子どもと親、お年寄
り、大学生、自治会関係者の「絆」を深
めるとともに、イベント参加率の向上、自
治会組織の活性化を目的としたが、当
初予定した参加者を大きく上回る動員を
することができた。また、新規会員の加
入もあり、今後の自治会活動活性化に
繋がるものと評価したい。

H24.10.1 250,000

相生３自治会連合会
グラウンドゴルフで相生
地域交流

・グラウンドゴルフという誰でも気軽にで
きるスポーツをきっかけに健康増進を図
る。
・「相生東公園」といる身近な施設に用
具を具備し、気軽に参加できる拠点をつ
くることで地域交流を深める。

　体験大会を含め３月７日までに１２回
開催
　延べ４４０名が参加した

　普段交流のない地域から人が集まり
スポーツを通して健康増進、人的交流
が出来たと思う。

　この事業を立ち上げてよかったと思
う。
　今後も地域交流の場づくりを促進した
い。

H24.11.1 200,000

小さな芽発見隊
中央地区人と人とのつ
ながりを大切にするまち
づくり事業

〇高齢者の異変を小さな芽のうちに発
見できるようにするために、地域住民へ
の高齢者を見守るポイントを周知する。
〇高齢者の諸問題に対しての、相談・
通報窓口の周知。

　補助金決定により高齢者見守りシート
15,000部、高齢者見守りシール100部、
見守りのぼり（大3部、小40部）を業者発
注した。
　高齢者見守りシートは自治会回覧を
活用し加入の約8,000世帯へ配布。未加
入世帯へは、自治会、民生委員、中央
地域包括支援センター、居宅介護支援
事業所等が業務遂行時に該当者へ配
布するとともに、人の出入りの多い場所
や高齢者の集まる場所等（クリニック、
薬局、商店、介護サービス事業所）に一
定部数設置する。
　高齢者見守りシール、見守りのぼり
は、人の出入りの多い場所や高齢者の
集まる場所等（クリニック、薬局、商店、
介護サービス事業所）に協力を仰ぎ設
置。

　高齢者が住み慣れた地域で安心して
暮らしていくためには地域住民の支えが
不可欠である。高齢者に対しての見守り
ポイント、相談窓口を明確に周知した事
で、見守り意識が地域住民に浸透した。
平成25年3月は1件の通報があり、中央
地域包括支援センターにて対応した。
　高齢者を地域で見守っていくという意
識付けにより、住民同士の気配りへの
意識、高齢者に限らず子どもや障がい
者への意識の拡大など中央地区全体
の地域力の向上が今後更に期待でき
る。

　高齢者見守りシート、見守りシール、
のぼりを完成できたことで、実行委員
会、高齢福祉関係者の更なる意欲向上
につながった。
　今回、シート等作成により高齢者の問
題の未然防止、住民の見守りに対する
意識付けを目的としたが、今後これを機
に、高齢者同士で見守る、見守られてい
る高齢者が若年層を見守るという多様
な相互関係に発展する事が期待でき
る。相互関係が現在より密になる事で中
央地区社会福祉協議会で取り組んでい
る3世代交流の場面においても役立つと
思われる。

H24.12.27 400,000

2,851,000


